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論文内容の要 旨
本論文は，道路インパクトに関する諸特性について分析するとともに，道路インパクトの計測手法の
確立を目指して，道路インパクト予測の実際的手法について論じたもので，つぎの 6 章から成っている。
第 1 章では，本論文の目的を述べ，道路インパクトに関する既往の研究について整理して，本論文の
位置づけを行っている。
第 2 章は，大都市圏内の幹線道路建設のインパクト予測について述べたもので，産業連関分析を用い
て，直接インパクト指標を決定している。そして，経済基礎仮説に基いた都市活動生成過程の把握lとよ
り，地域全体の受ける道路インパクトを計測し，さらに立地魅力の変化を用いて，地域内各プーンの道
路インパクトを計測する手法を提案している。また，その計測手法を用いて，大阪府道十三・高槻線の
建設が及ぼすインパクトを予測している。
第 3 章は，高速道路の建設による勢力圏の変動を定量的に取り扱ったものである。高速道路の建設に
よる滋賀県下の各市町村の勢力圏の変化を調査分析し，地域固有特性の相互連関性を究明している。つ
いで滋賀県を例として開発した勢力圏の変動予測モデルを用いて，山口県における中国自動車道の開発
による勢力圏の変動を予測している。
第 4 章では，道路建設に起因する各市町村の産業集積の変動を明らかにするために，全国産業平均変
動波の影響を取り除いて，産業構造と立地条件の両側面から地域産業集積パターンを把握し，道路建設
前と後のパターン変化の規定要因を明らかにしている。さらに，各市町村の産業集積ノマターンの変化を
判別するために，判別関数モデルを開発し，そのモデルを用いて，中国自動車道の関通が及ぼす各市町
村の産業集積パターンの変化を予測している。
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第 5 章では，道路建設に起因する産業立地条件の変化に最も敏感に反応する産業の決定とそれらの産
業の時間的，空間的立地拡散過程を調査分析し，道路建設に起因する波及効果の開始時点を明らかにし
ている。さらに，各要素聞に存在する因果順序およびその聞の非線形関係をモデ、ル化している。
最後に第 6 章は，以上の各章の研究成果を要約し，今後の研究課題について述べたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は，道路の建設整備が関連する地域に及ぼすインバクトに関する諸特性について調査分析し，
その計測手法を明らかにし，道路インパクト予測のための実際的手法を提案したもので，その結果を要
約すれば，つぎの通りである。
(1) 道路が地域lζ及ぼすインバクトを計測することは 道路投資基準，それに基づく道路建設優先順位
の決定に対して，道路政策上重要な役割を果たすばかりでなく，地域開発政策上，地域に及ぼす道路
建設の影響を考慮する上にも重要な意味をもっている。このようなインパクトの計測には，総合的効
果計測手法と計測可能な個々の効果を個別に計測し 集計する方法がとられてきたが，計算の洩れや，
重複を犯す危険などの問題がある乙とが指摘されてきた。
本論文は，総合的効果計測手法の実用性を高め， さらに，従来から残されているいくつかの問題点
を解消することを目的とした，インパクト計測手法を開発している。
(2) 道路建設効果の計測手法が理論的に確立されていない大都市圏内の道路について都市活動の生成過
程と産業立地パターンの変化に注目して，大都市圏内における幹線道路の建設によるインパクトの計
測手法を提案している。
(3) 高速道路の建設が，沿線市町村地域の産業に及ぼす勢力圏の変動に対して，地域の固有特性との関
連性を明らかにし，勢力圏の変動予測モデルの提案を行い，中国自動車道沿線の勢力圏の変動を予測
している。
(4) 高速道路の建設は インターチェンジを通じて，周辺の市町村における産業立地に影響を及ぼすが，
その時間的，空間的波及過程のメカニズムを明らかにし，非線形市町村モデ'ルの開発を行い，階層別
要素間の因子の波及順序を明確にした。
以上のように本論文は，道路の建設が及ぼす波及効果の計測手法を明らかにしたもので，その成果は
交通工学，都市計画・地域計画並びに道路行政上極めて有用であって，学術上，実用上寄与するところ
が大きい，よって博士論文として価値あるものと認める。
広u? ?? ?
